
 

 

 

 

  
 

 

今回の会員企業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（撮影：総務担当主任 神田 良平） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

・事業内容－ 鋼板プレス加工、棒線材冷間成形加工、鋼材組立加工、自動車関連部品製造 
・本   社－ 北海道室蘭市東町 3 丁目 1 番 5 号 
・設   立－ 1970 年（昭和 45 年）5 月 
・資 本 金－ 6,000 万円 
・売 上 高－ 91 億 39 万円 (2025 年 3 月期) 
・従業員数－ 121 名 （2025 年 6 月現在） 

 

 

会員トップインタビュー 

   第 41回 

回 
代表取締役社長 

清野  功稔 （せいの  かつとし ) 氏                                           

1980 年 5 月 28 日賛助会員入会 

 

第一金属株式会社 

 

～誠実なものづくりでお客さまの信頼を獲得し、ともに繫栄する未来を築く～ 
 

今回の会員企業トップインタビューは、ものづくりの現場を支える確かな技術力と地域密着の事業展開で産

業基盤を支えてきた第一金属株式会社・代表取締役社長の清野 功稔氏にお話を伺いました。 

同社は北海道室蘭市に本社を構え、金属製品の加工を中心に事業を展開しています。プレス加工や溶接

組立など幅広い分野に対応し、一貫生産体制と高い技術力を強みに、多様なニーズに応えています。自動

車関連やインフラ分野などで実績を重ね、地域産業の発展に貢献を続けています。 

Ｑ.貴社の創業の経緯・沿革をお聞かせください。 
Ａ.当社は 1970 年（昭和 45 年）に設立されました。室蘭の鉄鋼業の
発展を背景に、金属加工の分野でスタートした会社です。もともとは
日本製鉄（当時）の製品出荷・梱包部門を担っていた組織が分社化
したことが始まりであり、製鉄関連の仕事を中心にプレス加工や溶
接組立を一つひとつ積み重ねてきました。 
その後、1980 年代から 1990 年代にかけては、自動車関連部品

や産業機械部品など、扱う分野を少しずつ広げてきました。仕事の
幅が広がるのに合わせて機械加工にも取り組み、生産体制の整備
や技術力の底上げを進めてきた結果、鋼材の調達から加工・組立
まで一貫して対応できる体制が形になってきたと感じています。 

1993年（平成 5年）には苫小牧工場を開設しました。道央圏への
対応力を高めるとともに、物流面でも効率化が図られ、会社として
一段成長する大きな節目になったと認識しています。現在では室
蘭と並ぶ重要な生産拠点となっています。 
また、長年の取り組みを評価いただき、2020 年(令和 2 年)には

「はばたく中小企業・小規模事業者 300 社」に選定されました。
日々現場で努力している社員の積み重ねが形になったものだと受
け止めています。 
近年は、2010 年代以降を中心に設備の高度化や自動化にも

力を入れ、品質と生産性の向上に取り組んでいます。これまで培
ってきた技術をしっかりと次の世代につなぎながら、これからも地
域の産業を支える企業であり続けたいと考えています。 
 
Ｑ.貴社の経営方針、経営者として重視していることについて

お伺いいたします。 
Ａ. 当社は創業以来、金属加工を中心とした事業を通じて地域産
業とともに歩んでまいりました。経営において最も重視しているの
は「人材」と「現場力」です。ものづくりの品質や信頼は、最終的に
は現場で働く社員一人ひとりの技術力と責任感によって支えられ
るものであり、社員が誇りとやりがいを持って働ける環境づくりが 

企業の成長につながると考えています。 

また、当社は、室蘭市と苫小牧市の両拠点を基盤に事業を展開し、

地域企業との連携や安定したものづくりを通じて、両地域の産業発展

に貢献することも重要な使命であると考えています。 

今後も地域とともに発展する企業であり続けるため、雇用の確保や

技術の継承に力を注いでまいります。 

一方で、自動車産業の変化や生産現場の高度化など、事業環境

は大きく変化しています。こうした中にあっても、安全と品質を最優先

に据え、設備投資や自動化の推進により競争力を高めていくことが不

可欠です。時代の変化に柔軟に対応しながら、お客様から信頼される

製品を安定的に提供し続けることが、当社の基本姿勢であり、今後も

社員とともに実現していきたいと考えています。 

 

Ｑ.主要事業の特長点についてお聞かせください。 

Ａ.当社の事業は、大きく三つの柱で構成されています。 

第一に「プレス加工事業」です。鋼板の精密プレス加工を中心に、

自動車関連部品などの量産に対応しており、安定した品質と生産体

制を強みに、主要取引先から高い評価をいただいています。長年に

わたり培ってきた金型技術と現場力が、当社の競争力の基盤となっ

ています。 

第二に「溶接・組立事業」です。各種部品の溶接や組立を一貫し

て手がけることで、製品としての完成度を高めるとともに、お客様の

工程負担の軽減にも貢献しています。多品種に対応できる柔軟な生

産体制は、当社の大きな特長の一つです。 

第三に「一貫生産体制」です。鋼材の調達から加工、組立までを

社内で完結できる体制を整えており、品質管理の徹底と短納期対応

を実現しています。近年は設備の高度化や自動化も進め、生産性と

品質のさらなる向上に取り組んでいます。 

これらの事業を通じて、確かな技術と対応力でお客様の多様な

ニーズに応え、地域のものづくりを支える役割を果たしてまいりまし

た。今後も品質第一の姿勢を堅持し、信頼される製品づくりを追求し

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
本社工場 

500トンプレス 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

Basilisk(自己治癒コンクリート)製造

Ｑ.貴社の社風、社員気質などはどのように感じておられるで

しょうか。 

Ａ. 当社の社員は、総じて真面目で粘り強く、日々の業務に誠実に

向き合う姿勢が根づいていると感じています。金属加工という分野

は、精度や品質が求められるだけでなく、安定した作業の積み重

ねが重要であり、そうした点において現場の堅実さは当社の強み

になっています。 

一方で、単に守りに入るのではなく、より良いものづくりを目指し

て改善や工夫を重ねる意識も着実に広がっています。設備の高

度化や生産性向上に向けた取り組みにも前向きに対応しており、

現場からの提案が活かされる風土が育ちつつあります。 

また、世代交代が進む中で若手社員の育成にも力を入れてお

り、技術の継承と組織の活性化を両立させることを重視していま

す。チームワークを大切にしながら、着実に力を積み上げていく集

団であることが、当社の社風であると考えています。 

 

Ｑ.北海道は全国に先んじて人口減少が進み、労働者不足も顕

在化しています。人材確保の取り組みに加え、人材育成方針

についてお聞かせください。 

Ａ.当社においても、人材の確保と育成は重要な経営課題の一つと

認識しています。採用面では、地元高校や関係機関との連携を

強化し、早い段階から当社のものづくりや職場環境への理解を深

めてもらう取り組みを進めています。あわせて、若年層だけでなく

多様な人材の活用にも目を向け、安定的な人材確保に努めてい

ます。 

人材育成については、現場での OJT を基本としながら、段階的

に技能を習得できる体制づくりを重視しています。金属加工の分

野は経験の積み重ねが重要である一方、従来のような属人的な指

導だけでは十分とは言えないため、作業手順の見える化や教育

内容の標準化にも取り組んでいます。これにより、若手社員の早

期戦力化と技術の確実な継承を図っています。 

また、社員一人ひとりが長く安心して働ける環境づくりにも力を

入れており、職場全体で人を育てる風土の醸成を大切にしていま

す。今後も人材への投資を継続し、企業の持続的な成長につな

げていきたいと考えています。 

 

Ｑ.働き方改革や女性の活躍に関する取り組みについてお伺い

いたします。 

Ａ. 働き方改革の面では、労働時間の適正管理を徹底し、業務の

平準化や効率化を進めることで、過度な負担が一部に偏らない体

制づくりに取り組んでいます。有給休暇の取得促進にも力を入れ

ており、社員が計画的に休暇を取得できる環境の整備を進めて

います。 

また、制度面においても育児や介護と仕事を両立できる仕組み

の整備を進め、長く安心して働き続けられる職場環境づくりを重視

しています。現場主体のものづくり企業であるからこそ、無理のな

い働き方と安全・安心の確保を両立させることが重要であると考え

ています。 

女性の活躍については、近年、技術職を含めた採用の幅が広

がっており、現場や製造部門でも活躍の場が広がっています。そ

れに伴い、更衣室や休憩スペースの整備など職場環境の改善も

進めてきました。 

 

 

 

 

 

性別にかかわらず意欲と能力を発揮できる環境づくりを進め

ることが、組織の活性化につながると考えています。今後も多

様な人材が安心して働き続けられる職場づくりを推進していき

たいと考えています。 

 

Ｑ.貴社の課題、今後の取り組み・方向性についてお聞かせ

ください。 

Ａ.当社の課題としてまず挙げられるのは、事業環境の変化に対

応した生産体制の高度化です。自動車産業をはじめとする取

引先のニーズは年々高度化しており、品質要求やコスト競争

への対応に加え、安定供給を維持するための体制強化が不

可欠となっています。そのため、設備更新や自動化の推進に

より、省力化と生産性向上を図っていくことが重要であると認

識しています。 

また、人材の確保と育成も引き続き大きなテーマです。採用

環境が厳しさを増す中で、技術を確実に継承し、現場力を維

持・向上させていく取り組みが求められています。その一環とし

て、作業の標準化や教育体制の整備を進め、若手社員の早期

育成と組織全体の技能底上げを図っていきたいと考えていま

す。 

加えて、現在は自動車関連向けの事業が大きな柱となって

いますが、EV 化など産業構造の変化も見据え、新たな事業分

野への展開も重要な課題です。当社の強みである大型プレス

設備を活かしながら、航空宇宙分野や GX 関連産業など将来

性のある分野にも目を向け、事業領域の拡大につなげていき

たいと考えています。地域に根ざしたものづくり企業としての役

割を果たしながら、顧客から選ばれ続ける企業であるために、

品質・コスト・納期の総合力を高め、持続的な成長につなげて

いきたいと考えています。 

 

Ｑ.特に印象に残る仕事・事柄をお聞かせください。 

Ａ.私にとって特に印象に残っているのは、2020 年に立ち上げ

た苫小牧プレスセンターです。当社として過去最大規模の設

備投資であり、会社の将来を左右する大きな挑戦でした。 

しかし、立ち上げ直後から新型コロナウイルス感染症の影響

を受け、自動車業界全体が混乱する中でのスタートとなりまし

た。さらに、新工場では新卒採用者が多数を占めていたため、

人材育成や品質の安定化にも大変苦労しました。 

現在も改善活動は続いていますが、現場が一丸となって課

題を乗り越えた経験は、会社として大きく成長する契機になっ

たと感じています。私自身にとっても、最も印象深い仕事の一

つです。 

 

 

苫小牧工場内全景 

 


